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「集まること・出会いと出合いの恵み」
 会 長　八木 久美

　例年より早い桜前線の便りを聞く中で、主の聖名を
賛美いたします。桜の開花も東北、北海道ではちょう
ど復活祭に重なる頃が一斉に草花が咲きそろい心躍
ることでしょう。3年に及ぶコロナ感染下の日常と教
会生活の狭間で「集うこと・集えないこと」を考えなが
ら、匍匐（ほふく）前進の如く、向寒の昨年11月には本
来は初年度に希望していた役員研修会を各教区女性会
役員、協力委員、担当教職、講師をお招きして実施する
ことができました。準備を含めて関係各位のご協力に
心より感謝いたします。
▶11/11（金）
■ 合同役員会－－各教区会
長が一年振りに集い、活動報
告から教区の集会や研修会
の開催の違いを認識。現状を
直に共有しました。その中
で、工夫のしどころがやはり
ポイントとなっていました。
■ 開会礼拝－－平岡仁子牧
師 奨励/賛美/祈り
「さあ、行って、弟子たちとペトロに告げなさい。マルコに
よる福音書16章6－7節」　
　ルターの説教「墓の女性たち」から「復活の声は天使と女
性からでした…男性の弟子たちは女性たちがその言葉を伝
えたことに衝撃を受け」－ルターは時代的な制約を受け入
れつつ女性が社会と家庭において発言する正当性を十分に
理解して宗教改革女性運動家アルギュラ・フォン・グルム
バッハの声にその闘志に敬意を払い耳を傾けました。
■ オリエンテーション〈 挨拶 〉〈報告〉－－
　平岡牧師（連盟担当）/役員/教区会長/協力委員/教区全
役員/事務局員/（IT委員）。
■ 〈報告〉各教区/協力委員/連盟の現状の概要を確認。
〈協議事項〉サバ神学院支援プログラム

教区毎の協議結果を踏まえ、研修会でプログラムの成り立
ちやプロセスへの質問/疑問を確認し、今後の方向性の協
議を翌日へ継続としました。
〈ルーテル神学校の現状〉河田 優 神学校チャプレン
Zoomで神学生紹介、礼拝とSA、各プログラムの説明に一同
耳を傾け、ルーテル神学校の現状とサバ神学院の特色や違
いを含めて交流の可能性について考えました。
▶11/12（土）
■ 朝の祈り－－松本 義宣牧師 奨励/賛美/祈り

「神はわたしたちの避けどこ
ろ、わたしたちの砦。詩編46
篇1節」
ルターの祈り：わたしの神こ
そが、砦（堅い城であり力）。
この詩編による讃美歌を「慰
めの歌」として造りました。
今日一日も全てからお守り
ください。
■ 講演「多文化共生、私たち
の隣人とは。祈りと課題へ

の対応」－－徳弘浩隆牧師「目の前にいる人と一緒に笑い、一
緒に泣く」相手の立場に立ち優しい眼差しを持つことが大切。
■ 〈協議事項〉サバ神学院支援プログラム、連盟総・大会
へ－－二日間を通しての協議、教区・個教会の話合いを摺り合
わせること。総・大会－準備プロセスの序章としての確認まで。
■ 閉会の祈り「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きな
さい。ローマの信徒への手紙12章15節」
「祈りに始まり祈りに終わる限られた時間」の中で、最大
限に互いの思いを合わせ方向性を見い出す努力が重ね
られた二日間の恵みでした。会場教会のご配慮を含め、
関わられた全ての方々の協働と連帯に感謝いたします。
　これらの事柄を丁寧に見直して、今できることを深
め、前進する時を主に委ねて祈りつつ。　　　　　　　 
　　　　　　　 －主のご復活への歩みを覚える時に－

喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい　ローマの信徒への手紙12章15 節
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出会い＝人や思い入れのあるものが思いがけなくあうこと。めぐりあい
出合い＝遭遇・主に事物がであうこと。川と川、川の本流がであうこと
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第25期 役員研修会 　 

＜活動＞会長：神庭靖子
◉役 員 会:第13-20回（2回 集 合＋6回
Zoom）開催。
◉「女性会の今と今後」教会/男性/若
者対象アンケートの分析。
◉春の会長会＆集い・秋の女性の集
い：書面送付＋対面/ハイブリッド開
催で久々の顔合わせに感謝。
◉会報シャロンの花だより合併号準備。
＜課題＞
▶会員減少、高齢化、若い世代の未
加入、休会教会の増加➡役員のなり
手不足。会費納入が難しい。▶Zoom
などの頻繁な情報交換が有効。

－ 東教区 －
＜活動＞会長：金高江美子
◉2022年度教区女性会会長会開催
10月22日（土）＠浜松教会
末松十大牧師、渡邉克博牧師、八木久
美連盟会長、教区役員、個教会会長・
会員が参加。
◉グループ討議（サバ神学院支援/地
区毎の課題）や物販を実施。
日本の神学生の経済面の厳しさも再認識。
＜課題＞
▶会員の高齢化、教会奉仕の多重化
で負担増の傾向。会員減少と会費
収入の減少。➡役員のなり手不足。
PC操作が業務の関門となっている。

－ 東海教区 －
＜活動＞会長：三輪真理
◉役員会：対面3回、リモート5回開催。
◉まなざし通信（不定期）一斉配信。
◉はなみずきHP不定期更新。
◉10/7ACWC：Zoom一日研修会。
◉会報はなみずき発行（年1回発
行）。
◉地区修養会「はなみずきの集い」開催。
＜課題＞
▶リアル＋リモート活動が増え、告知
や報告が多い。
▶コロナの影響で長期計画が困難。
▶教区・連盟の活動報告/内容の重
複。例）召天者調査など。

－ 西教区 －

＜活動＞岸田多希子、新城智恵美
◉委員会:原則月1回第4金曜日現在
はZoom開催。
2022年は11/24（金）YouTube録画配
信。一日研修会を全国展開で実施し
好評。礼拝説教：西村和江師（救世軍）
発題：井上儀子氏「ジェンダー平等へ
の試み」-バングラデシュでの実例。
◉コロナ禍で「署名キャンペーン」の
名称を支援献金へ変更。
◉リーストコイン：女性会連盟を通して献
金協力。➡ゆうちょ銀行硬貨取扱の対処。

－ ACWC －

＜活動＞安田やまと
◉2023年世界祈祷日式文は台湾。オ
ンライン（東京集会）＋集会を計画。
「あなたがたの信仰について聞いて
います」エフェソの信徒への手紙1:15
◉小規模の集会も奨励。
◉ニュースレター「ともに証しを」発行。
◉コロナ禍により集会ができず献金
大変であるが祈りと共に継続。
◉慰安婦問題の解決、ミャンマー民
主化、脱原発活動、ヘイトクライム
の実状と対応への理解が必要。

－ NCC －

＜活動＞関東/関西：石飛久子/籾山昭恵
◉コロナ禍で関東/関西共に集まる活
動を自粛中、今後について検討して
いる。
◉ルーテルの4団体（日福・近畿・西日
本・日ル）と連携。
東教区は日本ルーテル教団と協働。
◉研修会や会合を企画。アジアの女性/
様々な人々の環境/伝統/文化/言語の違
いを理解し紹介。関係を深める。
＜課題＞
今後の為に若い人材の協力が必要。

－ いつくしみ －

＜活動＞副会長/書記：徳弘 由美子
◉役員会議事録作成/会員数調査・年間
スケジュールの確認/拡大役員会/研修
会しおり/総・大会の資料作成など。
◉会長代行は現時点ではない。
◉コロナ禍の影響により慶弔事も当該
者のみが多い。
◉コロナ禍で活動制限による影響か
らZoom会合が殆どを占めている。
議事録/報告書作成作業や会員数調
査依頼など細かな作業も多い。今後、
総・大会への諸調整が必要となる。

－連盟役員－
＜活動＞会計：立野照美
◉毎月の事務局からのメール/書類
確認。会計業務の確認/訃報連絡/おく
やみカード・クリスマスカード発送。
◉業務の詳細は連盟事務局のサポー
トに感謝。密な確認が可能。
◉会計監査の実施2022年2月10日
Zoom開催。監査役員：根本明子さん
（大森教会）、櫻井國江さん（栄光・焼津
教会）、立会：八木会長、補佐：事務局。
◉訃報連絡発信：2021.12月-2022.11
月7日まで8名の召天者。
・お悔やみカード：5通発送。
・クリスマスカード：2021年は国内外
85通。2022年は81通送付の予定。

－連盟役員－
＜活動＞広報：廣瀬美由紀
◉会報-年2回（4月/10月）発行。
巻頭言/聖書研究/各教区・連盟役員・協
力委員報告/召天者報/ 特集SDGsほか。
ホームページの活用/個教会女性会の取
り組み紹介へ重点。
◉点字会報/CD会報準備。
◉経費軽減と編集作業の負担の兼
ね合いや、役員全員が平日の仕事を
持っている現状で、情報共有後の具
体的取り組みに時間の制限がある。
◉ホームページリニューアルへの検
討時間の捻出、予算の課題もある。
◉各教区、全国からの自発的な話題
提供・会員の声を反映させたい。

－連盟役員－

参加者－【牧師教職】平岡 仁子（担当 :司式・保谷）/松本 義宣（司式 :東京）/徳弘 浩隆（講師 :
高蔵寺・復活）/河田 優（講師 :Zoom・神学校）【各教区役員】［東］会長・神庭 靖子 / 副会長・
島田 洋子 / 書記・牧野 正子 / 会計・滝沢 峰子（書面）/［東海］会長・金高 江美子 / 書記・
磯村 和子 /会計・渡邉 直美 /［西］会長・三輪 真理 /書記・桝田 明子 /会計・佐々木 待子 /

付箋に込められたメッセージ…女性会の今、ここから見えてくること

2022.11.11　 12
会場：日本福音ルーテル
　　　 教会東京会堂　　

金 土
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＜活動＞会長：榎津直江
◉役員会：7回開催。
◉会報みちしるべ発行。
◉会長会・修養会の開催。岩切雄太
牧師講演：光の子会、サバ神学院支
援、地区教会女性会の現状報告。
◉地区活動へ協力。
＜課題＞
▶会長の教区常議員会陪席が精神
的に負担。教区会計/個教会実状の
把握がないと発言が難しい。➡各
教会女性会への伝達は有意義。
▶未加入教会への対応、高齢者、若
者への加入働きかけなど。

－ 九州教区 －

◉人道支援、世界宣教と教育、神
学、研究、国際問題や人権問題への
関与、他教派や他宗教との対話な
どの課題に取り組む。
◉LWF/WICASネットワークは地域
社会、NGO、国連、政府の公共機関と
連携し地道な対話を通して、神学的
視点で女性に焦点を当て、誰もが排
除されない教会と社会への積極的参
加を目指し活動中。
◉ウクライナ人道支援ほかの事案に
ついて本教会と連携。

－ LWF-WICAS －

◉発信の場が少ない。案内方法も
課題である。
◉協力委員の役割の説明強化。
※会員の理解が薄い現状もある。
◉全国・女性会への情報発信：
➡①連盟～②各教区会長～③各個
教会会長～④個教会の取扱（まちま
ち）の理解促進を。
※情報の共有化＋理解を進めたい。
◉連盟ホームページの改良・閲覧方
法の工夫。協力委員の情報発信先
とリンク強化。

－ 協力委員課題協議 －

＜サバ神学院＞
◉29年前に支援開始。献金支援は
継続しているが、担当窓口がない。
▶教区や個々人の関わりで関心の温
度差がある。→現地の状況、支援して
きた卒業生のその後が見えない。
▶女性会連盟の枠から支援の輪を
広げる→例）後援会等の呼びかけ。
→関わりの深い方々と次回総会迄
に懇談し相談の方向。
＜会員数減少/休会教会の増加＞
◉従来型の支援が難しくなってきて
いる。個人や教区で「支援への理解」
の差が著しい今、現状を再確認し支
援の再検討は有意義ではないか。

－サバ神学院支援プログラム－ －連盟から3つの提案－

－各教区課題協議－ －各教区課題協議－

［九州］会長・榎津 直江 / 副会長 - 書記・深町 敦美 / 会計・荻野 千恵 / 会報・小林 涼子【協力委員】ACWC・岸田 多希子
/新城 智恵美（書面）/NCC・安田 やまと /いつくしみ -関西・籾山 昭恵 /いつくしみ -関東・石飛 久子（書面）
【連盟役員】会長・八木  久美 /副会長 -書記・徳弘 由美子 /会計・立野 照美 /広報・廣瀬 美由紀
【事務局員】富里 雪子 /中原 あゆみ

付箋に込められたメッセージ…詳細は会報166号の展開へ

敬称略

＜各教区＞
◉役員会開催：Zoom開催が大半を
占める現状は他教区と共通。集会に
よる対面ではないため、細部も意思
疎通や詰めがやや希薄となる。
◉パソコン操作は個人差があり実
務の負担感も異なる。
➡会計業務、文書作成などの負担
軽減に習熟が肝要。
➡役員候補（担い手）の確保が課題。
高齢化、女性会の分母である所属教
会員の減少は大きく影響している。
◉若い人や女性会以外の信徒と女
性会活動の歩み寄りや協働が大切。

◉長期化したコロナの影響が大き
く、礼拝・女性会など集まることへ
の躊躇など不安感も否めない。
◉他教区との情報共有は理想だが、
目の前にある事案への対応に埋没せ
ざるを得ない部分もある。
◉共通の課題が多くあることを認識
できたことも収穫。

＜案内＞徳弘浩隆牧師
「多文化共生、私たちの隣人とは。
　祈りと課題への対応」
◉ブラジル伝道①2009年－2019年:7代
目、日本からの最後の宣教師として従事。
①当初10名程の日系人礼拝～②彼
らと協議、4年間で自給教会へ目標
達成～③リーマンショックで日本
育ちの日系人の帰国で日本語礼拝
の拡張も。
◉帰国後の働き①岐阜大垣市でNPO
で在留外国人子弟への語学ボラン
ティア②技能実習生との出会い～
ルーテル教会に彼らの居場所が～③
東海教区内で更なる共生の展開が広
がりつつある。

＜各教区・個教会での協議を希望＞
①【交流型支援】
サバの牧師・神学生を日本へ招く。
私たちも出かけていく。➡交流の
形・経費は要検討。
②【窓口の設置】
以前、委員会設置など記載が総会
資料あるが、実態は把握できない。
➡今回、窓口設置の呼び掛けは女
性会に限定せず信徒から広く希望
者を求めたい。
③【感謝献金】
現在の連盟支援先団体へ組み入れる。
➡支援金額は減額となる反面、安
定した支援継続は望める。

－ルーテル神学校－
＜案内＞河田 優チャプレン
◉神学生①牧師養成コース:神学生8
名（内2名休学）②神学一般コース:2名
◉神学校礼拝・スピリチュアルアド
バイザー :河田牧師、平岡仁子牧師
◉①礼拝/神学校聖餐礼拝
　②祈りの友
◉神学校プログラム
①神学教育委員会と協力 ②インター
バル、修養会  ③聖公会神学校との交
わり ④神学校の時間  ⑤神学校の夕
べ  ⑥その他
➡サバ神学院・ルーテル神学校の特
色の違いや共通点などの認識も参
考になり、興味深く考察。

－ 講演から －
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ウクライナへ トルコ・シリアへ 祈りと支援の輪で連帯しましょう

■ ルーテル世界連盟 声明「ウクライナ
に平和の回復を」ウクライナでは、
LWFはハルキウ（Kharkiv）にオフィス

を開き、東部の最前線都市に向けた人道支援活動の拡大
を計画中です。
　ロシア連邦から僅か40Ｋｍに位置するウクライナで2番目
に大きな都市では、戦争により甚大な被害を被っています。
■ 2023年3月11日、LWFウクライナ代表のMark Mullan
氏とウクライナ対応コーディネータのJosef Pfattner氏
は、LWF加盟教会のウクライナ・ドイツ福音教会（GELCU）
Pavlo Shvarts司教と共にハルキウのIgor Terekhov市長
と面会。市長は「戦争の初年にハルキウでは大きな破壊
に苦しみ、電力インフラ施設の砲撃が破壊され、つい昨
日、大都市全体が停電となった」と説明。180万人の市民

に加え、50万人もの内部避難民を受け入れており、ハル
キウだけでも避難民を支援するためのセンターがある
状況で、人々が尊厳をもち家に戻れるように、アパート
の改修支援をLWFに要請しました。 
■ LWF代表団はハルキウ青年評議会を訪れ、市内で最
も破壊された地域の幾つかを視察しました。さらに代
表団は長期的に可能な心理的・社会的支援を検討してい
ます。「昨年ハルキウでは1,000以上の企業が閉鎖され、
失業率が非常に高いことから、支援復旧のニーズは計り
知れない」。LWFはすでに市内の暖房設備：暖かい食事
や暖を取るうえでの復旧支援をしており、ハルキウに本
部を置くドイツ福音ルーテル教会と緊密に連携してい
ます。　　　　　　　　　　　　   －LWF2023.3.21－

■ わたしたちは、ロシアによるウクラ
イナ軍事侵攻を深く憂慮します。戦争
におびやかされているあらゆる人々の
安全といやしをなにより祈りつつ、す

べての暴力に反対し、即時停戦と平和を求める、ルーテル世界連
盟（LWF）の声明に賛同します。またわたしたちは、ルーテル世界
連盟が呼びかけているウクライナ・ドイツ福音教会と近隣国の
ルーテル教会を通したウクライナ人道支援への協力を、みなさん
に呼びかけています。日本福音ルーテル教会は、ウクライナ諸教
会と人々を支援する為の連帯献金を、延長して受付ています。思
いを寄せて下さるみなさまには、送金先をご確認の上、どうぞご
支援をお寄せ下さい。

私たちは、ロシアのウクライナ軍事侵攻を深く憂慮します。
－ルーテル世界連盟LWF・日本福音ルーテル教会JELCの取り組み・連帯献金を延長受付しています－

■ 2023年2月6日にシリアとトルコ国境地域において
M7.8の地震が発生、甚大な被害が引き起こされました。
これに対応してルーテル世界連盟(LWF)では、現地パー
トナーであるカリタス・シリアと協力して、救援活動を
行い、またアクト・アライアンスを通じて、現地支援の
ための募金が広く世界の教会に呼びかけられています。
詳細については、ルーテル世界連盟およびアクト・アラ
イアンスのWEBサイトをご覧ください。
■ LWFは、トルコとシリアの国境地帯で発生した地
震の被災者を支援するため、寄付を呼びかけています。 
暖かさ、避難所、水と食料、医療用品と保護が必要です。 
LWF は、地域のパートナー組織と協力して支援を提
供しています。

ルーテル世界連盟では現地パートナーのカリタス・シリア、
アクトアライアンスと協力して現地に必要な支援を提供しています。

■ 女性会連盟役員会は特別献金より支援献金
として、ウクライナ人道支援10万円、トルコ・
シリア大地震被災地支援10万円を本教会を通
じてLWFへ献金することを確認しました。

■ 連帯献金の送付先　　
　郵便振替：00190－7－71734 
　口座名：「(宗)日本福音ルーテル教会」
　「ウクライナ人道支援献金」 とご明記ください。

■ LWF（ルーテル世界連盟）のWEBサイト
http://www.lutheranworld.org/news/syriaturkey-
call-donations-after-earthquake
■ アクト・アライアンスのWEBサイト
https://actalliance.org/act-news/act-members-re
sponding-to-urgent-needs-after-earthquake-in-syr
ia-and-turkey/
◎日本福音ルーテル教会では、ルーテル連帯献金として、
LWFを通じてシリア・トルコ震災被災者支援を行ってい
ましたが「シリア・トルコ震災被災者支援献金」の第一次
受付は3/31に終了しました。みなさまのご協力に感謝
いたします。
　新たな動きについては追ってメール等でご案内します。
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